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研究成果の概要（和文）：抵抗性対立遺伝子座RCY1/HRT/RPP8は、Cucumber mosaic virus (CMV)、Turnip 
crinkle virus (TCV)、アブラナ科べと病菌(Hpa)に対するNB-LRR型抵抗性タンパク質をコードしている。同抵抗
性座の発現は、プローモーター領域のシトシンメチル化によるエピジェネティックな制御を受けており、抵抗性
タンパク質の蓄積量が病害抵抗性と相関していた。さらに、同抵抗性タンパク質は、LRRドメインを介してCMV外
被タンパク質(CP)を認識することにより抵抗性を誘導し、その認識には、CPのN末端のαへリックスドメインを
介したCP多量体形成が関与していた。

研究成果の概要（英文）：RCY1/HRT/RPP8 locus of Arabidopsis thaliana encodes NB-LRR class R-protein 
conferring the resistance to CMV, TCV and Hpa. The expression of RCY1/HRT/RPP8 locus was regulated 
by epigenetic modification through cytosine methylation of its promoter region, and accumulated 
level of R-protein was correlated with degree of disease resistance to pathogens. RCY1/HRT/RPP8 
R-protein can recognize the molecular structure of multiple complex of CP mediated by N-terminal α
-helix domain of CP.

研究分野： 植物病理学

キーワード： ウイルス　NB-LRRクラス抵抗性タンパク質　エピジェネティクス　病害抵抗性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
(1)抵抗性対立遺伝子座RCY1、HRT、RPP8は、エピジェネティックな調節により発現制御を受けていること、(2)
同遺伝子座がコードするNB-LRRクラス抵抗性タンパク質の病原体認識にはLRRドメインが関わっていること、(3)
同抵抗性タンパク質による認識される病原体分子（非病原力因子）の高次構造を明らかにした。これらの知見は
抵抗性対立遺伝子座RCY1、HRT、RPP8による病害抵抗性の分子基盤の理解と、新規な病害防除方法への応用に寄
与するものと考えられる。
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